
１．計画名称：北海道森林基盤整備計画
２．計画策定主体：北海道
３．計画の期間：平成２７年度～令和元年度（５年間）

事後評価項目 評価の内容

１　間伐材搬出量の増加
【目 標 値】間伐材搬出量を5.0千m3/年増加させる
【実現状況】4.5千m3/年の増加

２　人工林内路網密度の増加
【目 標 値】人工林内路網密度を63.2m/haとする
【実現状況】63.5m/ha

３　保安林における荒廃山腹の安定面積の増加
　【目 標 値】保安林における荒廃山腹の安定面積を9ha増加させる。
【実現状況】9.33ha

４　保安林における荒廃渓流の安定面積の増加
　【目 標 値】保安林における荒廃山腹の安定面積を5ha増加させる。
【実現状況】5.35ha

５　保安林における荒廃森林に対する整備面積の増加
　【目 標 値】適切に整備された保安林面積を3ha増加させる。
【実現状況】2.94ha

６　保安林における漁場環境の保全を図るための森林整備面積の増加
　【目 標 値】漁場環境の保全を図る（濁水の緩和等）のための森林整備面積
　　　　　を37ha増加させる。
【実現状況】37.40ha

④今後の方針
今後とも次期計画（令和２年度～令和６年度）により、公益的機能を有する森林
の整備を図ります。

農山漁村地域整備計画の事後評価

【総括】
６項目中５項目は目標達成しました。残り１項目については次期計画や他事業に
より、早期に目標達成を目指します。

①交付対象
　事業の
　進捗状況

計画期間内の地区（対象地区２４４地区）における治山事業・漁場保全の森づく
り事業・効果促進事業・森林整備事業は予定どおり実施しました。
令和２年以降に継続する地区については、次期計画（令和２年度～令和６年度）
で実施予定です。

③成果目標
　の目標値の
　実現状況

計画期間内に事業完了した地区については、事業効果が発現しました。
令和２年以降に継続する地区については、次期計画（令和２年度～令和６年度）
や他事業により、早期に効果発現を目指します。

②事業効果
　の発現状況


